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なとり市史講演会「東北・関東の終末期古墳から見る７世紀」と、あわせて

「第２７回 東北・関東前方後円墳研究会 宮城大会」を開催します。 
 

市では、地域の歴史を記す新たな『名取市史』の編さんを進めています。その成果の一

部をお知らせし、歴史に親しんでいただく場として「なとり市史講演会」を開催します。

今回は、考古分野で市史編さんに関わっていただいている東北大学教授、藤澤敦先生をお

呼びし、飛鳥時代とも呼ばれる７世紀頃の、古墳時代終末期についてご講演いただきます。 

あわせて講演会終了後に、同会場で専門の研究者による研究発表会を開催します。雷神

山古墳をはじめ多くの古墳が残る古墳のまち名取で開かれる、最新の知見による研究発表

会です。この機会にぜひ知識を深めてみませんか。 

入場無料です。講演会にはお申し込みをお願いします。研究会はご自由に参加できます。 

 

なとり市史講演会 「東北・関東の終末期古墳からみる７世紀」 

○講  演：藤澤
ふじさわ

 敦
あつし

 氏（東北大学総合学術博物館 教授、日本考古学協会理事） 

○日  時：11 月 9 日（土） 10：30～12：00（開場 10：00～） 

○場  所：名取市文化会館 中ホール 

○参 加 料：無 料 

○定  員：300 名 

○申  込：みやぎ電子申請システムよりお申し込みください。 

〇そ の 他：講演会に来場された方には古墳クッキー等歴史グッズをプレゼント※数に限りあり 

            アンケートの回答者には「なとりコイン」（※名取市デジタル市域通貨）をプレゼント 

 

古墳時代を代表する前方後円墳が造られなくなり、

円墳や横穴墓が造られた７世紀頃を古墳時代終末期と

いいます。その時代、市内では熊野堂横穴墓群が造られ

ました。この時期に中央では政治体制が整えられる一

方、白村江の戦いや壬申の乱など日本の歴史を左右す

る大きな戦いがありました。このように刻一刻変わっ

ていく社会情勢の中、東北・関東の古墳や横穴墓とその

副葬品の変化などを整理し、多面的に探っていきます。 

 

藤澤敦先生は、東北大学総合学術博物館の教授で、日

本考古学協会の理事を務めています。考古学の中でも

古墳時代を専門とし、東北地方を中心に幅広い研究を

行っています。最近は遺跡や遺物の 3 次元計測や文化

財レスキュー活動にも力を注いでいます。新『名取市史』 

の市史編さん原始・古代専門部会長、市史編さん委員会

委員、名取市史跡雷神山古墳保存活用計画策定委員会

の委員を務めており名取市と非常に縁が深い先生です。 

 

 
↑講演会申込はこちら 
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第２７回 東北・関東前方後円墳研究会 宮城大会 「副葬品から考える古墳時代終末期」 

○日  時：11 月 9 日（土）13:00～17：00 

10 日（日）9:10～15：50（開場 9：00） 

○場  所：名取市文化会館 中ホール 

○参 加 料：無 料 

○申  込：不 要 

 

飛鳥時代とも呼ばれる７世紀は、前方後円墳が姿を消し、古墳の形と規模で格差を表した古墳時代の政

治的秩序が終わりを告げ、中央集権的古代国家へと移り変わっていく時代です。同時に７世紀には、円墳・

方墳などの古墳や横穴墓は多数築造され続け、終末期古墳と呼ばれています。 

中央政権が書き残した歴史書からは知ることができない、古代国家成立までの試行錯誤の歴史を、東北・

関東の終末期古墳から読み取ることができます。27 回目となる東北・関東前方後円墳研究会の研究大会で

は、古墳時代終末期について各地の研究者が集まり、歴史的な意義を考えます。 

 

 

 

 

 

【問い合わせ先】 

名取市教育委員会教育部 市史編さん室 

市史編さん係 遠藤 

Tel ：022-290-2090 FAX：022-384-9690 

Mail：shishi@city.natori.miyagi.jp 






